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(57)【要約】
【課題】壁パネルあるいは躯体側取付部材に対して傾斜
することなく取り付けることができ、壁パネルと躯体側
取付部材とを確実に連結することができる壁パネル取付
金具を提供する。
【解決手段】躯体側取付部材２に連結される躯体側平板
部３と壁パネル４に連結されるパネル側平板部５とが、
テーパ状の段差部６を介して長手方向に互いに平行に連
続するとともに、上記パネル側平板部に取付穴７を設け
た壁パネル取付金具１であって、上記段差部に、上記躯
体側取付部材の縁部に当接する位置決め部８，９を設け
て構成される。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　躯体側取付部材に連結される躯体側平板部と壁パネルに連結されるパネル側平板部とが
、テーパ状の段差部を介して長手方向に互いに平行に連続するとともに、上記パネル側平
板部に取付穴を設けた壁パネル取付金具であって、
　上記段差部に、上記躯体側取付部材の縁部に当接する位置決め部を設けた、壁パネル取
付金具。
【請求項２】
　上記位置決め部は、上記躯体側平板部に直交する当接面を備える、請求項１に記載の壁
パネル取付金具。
【請求項３】
　上記位置決め部は、上記段差部の幅方向両端部に設けられている、請求項１又は請求項
２のいずれかに記載の壁パネル取付金具。
【請求項４】
　上記位置決め部は、上記段差部のパネル側表面と壁パネル表面との間に形成される隙間
に、上記躯体側取付部材の縁部に当接する突出部を設けて構成されている、請求項１から
請求項３のいずれかに記載の壁パネル取付金具。
【請求項５】
　上記突出部は、上記段差部の一部を変形させて上記隙間に突出させることにより形成さ
れている、請求項４に記載の壁パネル取付金具。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願考案は、建築物の躯体側の取付部材に壁パネルを取り付ける壁パネル取付金具に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　たとえば、軽量気泡コンクリートパネル（ＡＬＣパネル）等の壁パネルを建築物躯体に
取り付けるために、壁パネル取付金具が用いられる。壁パネルを躯体に取り付けるには種
々の手法があるが、壁パネル内部に設けたアンカー金具と上記取付金具とをボルト等で連
結するとともに、躯体側取付部材の縁部を挟むように連結する手法が広く普及している。
上記手法に用いられる取付金具として、特許文献１に記載されているようないわゆるイナ
ズマプレート（あるいはゼットクリップ）が用いられることが多い。
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－２２２９６４
【０００４】
　上記特許文献１に記載された壁パネル取付金具は、躯体側に連結される平板部とパネル
側に連結される平板部とが、段差部を介して長手方向に互いに平行に連続するとともに、
上記パネル側平板部に取付穴が設けられている。壁パネル内に設けられたアンカー金具の
雌螺子部に上記取付穴に通挿したボルトを螺合させることにより、上記取付金具のパネル
側平板部が上記壁パネルに連結される。上記段差部は、Ｌ字鋼等の躯体側取付部材の厚さ
に対応した高さで設けられており、この躯体側取付部材を挟むようにして、上記躯体に連
結される。
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
　従来の壁パネル取付金具は、矩形状の平板鋼材をプレス装置等で塑性加工することによ
り形成される。このため、上記段差部がテーパ状に形成される。この形態の取付金具を介
して上記壁パネルを躯体側取付部材に連結する際、壁パネル表面と、上記段差部表面と、
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上記躯体側取付部材縁部との間に断面三角形状の隙間が形成される。上記段差部の表面は
壁パネル表面に対してテーパ状に対向しているため、上記取付金具が、上記躯体側取付部
材の縁部に乗り上げるようにして、傾斜あるいは回動した状態で取り付けられることが多
い。
【０００６】
　上記取付金具が傾斜した状態で取り付けられると、上記段差部のテーパに起因して、各
平板部の表面が壁パネル表面あるいは躯体側取付部材の表面から浮き上がった状態で固定
されることになる。このため、上記ボルトの締め付け力が緩みやすく、壁パネルの取付強
度が低下する恐れがある。
【０００７】
　また、壁パネルが所定の取付位置からずれたり、上記ボルトによる挟圧力が、壁パネル
の一部に集中して壁パネルに損傷が生じる恐れもある。
【０００８】
　さらに、上記段差部がテーパ状をしているため、ボルトを締め付ける際に上記壁パネル
取付金具が回転しやすい。このため、上記取付金具が回動しないように手指等で保持する
必要がある。したがって、取付作業が面倒であるばかりでなく、作業者の両方の手が塞が
るため高所作業においては危険性も増加する。
【０００９】
　本願考案は、上記問題を解決し、壁パネルあるいは躯体側取付部材に対して傾斜するこ
となく取り付けることができ、壁パネルと躯体側取付部材とを確実に連結することができ
る壁パネル取付金具を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本願の請求項１に記載した考案は、躯体側取付部材に連結される躯体側平板部と壁パネ
ルに連結されるパネル側平板部とが、テーパ状の段差部を介して長手方向に互いに平行に
連続するとともに、上記パネル側平板部に取付穴を設けた壁パネル取付金具であって、上
記段差部に、上記躯体側取付部材の縁部に当接する位置決め部を設けたものである。
【００１１】
　上記躯体側取付部材は、躯体鉄骨等の外側部にＬ字アングル鋼あるいは平板鋼等を設け
て形成されている。上記壁パネル取付金具は、上記パネル側平板部が、壁パネルの表面に
沿うようにして上記取付穴に通挿したボルトによって壁パネルに連結される一方、上記躯
体側平板部が、上記躯体側取付部材を上記壁パネルとの間に挟み込むようにして躯体側に
連結される。これにより、上記壁パネルが、上記取付金具を介して上記躯体側取付部材に
固定される。
【００１２】
　上記位置決め部は、上記躯体側取付部材の端縁部に当接するように設けられている。こ
のため、取り付けの際に上記取付金具の回転が阻止されるとともに、上記取付部材が上記
段差部表面のテーパに乗り上げることはなくなる。これにより、上記段差部が上記躯体側
取付部材に乗り上げることはなくなり、上記躯体側平板部が上記躯体側取付部材の表面か
ら浮き上がった状態で取付られることはなくなる。したがって、上記躯体側平板部と上記
躯体側取付部材とを添着した状態で確実に固定することが可能となる。また、上記ボルト
が緩んだり、壁パネルが傷む恐れもない。
【００１３】
　また、壁パネル取付金具を躯体側取付部材に連結する際、上記位置決め部が、上記躯体
側取付部材の端縁部に当接して、回り止め機能を発揮する。このため、ボルトをアンカー
部材に螺合させる際に、手指で壁パネル取付金具を保持する必要がなくなり、取付作業が
容易になるばかりでなく、取付の際の安全性も向上する。
【００１４】
　上記位置決め部は、上記躯体側取付部材の端縁部に当接すればよく、種々の形態を採用
することができる。たとえば、請求項２に記載した考案のように、上記位置決め部を、上
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記躯体側平板部に直交する当接面を備えて構成することができる。
【００１５】
　上記当接面を設けることにより、躯体側取付部材の縁部をこれに直交する平面で支持す
ることができる。したがって、上記位置決め部を上記躯体側取付部材の端縁部に確実に当
接させて位置決め保持できる。このため、上記取付金具の回転が確実に阻止され、上記段
差部が上記躯体側取付部材に乗り上げることを確実に阻止できる。
【００１６】
　上記位置決め部を設ける位置及び数も特に限定されることはない。たとえば、請求項３
に記載した考案のように、上記位置決め部を、上記段差部の幅方向両端部に設けることが
できる。これにより、上記壁パネル取付金具を回動しないように確実に位置決め保持する
ことができる。
【００１７】
　請求項４に記載した考案は、上記位置決め部を、上記段差部のパネル側表面と壁パネル
表面との間に形成される隙間に、上記躯体側取付部材の縁部に当接する突出部を設けて構
成したものである。
【００１８】
　上記突出部を設ける手法は特に限定されることはなく、上記取付金具と別途の部材を溶
接等によって止着することができる。
【００１９】
　また、請求項５に記載した考案のように、上記突出部を、上記段差部の一部を塑性変形
させて上記隙間に突出させることにより形成することができる。
【００２０】
　たとえば、上記壁パネル取付金具をプレス成形する際に、上記段差部の両側を上記躯体
側取付部材に対接する位置に突出させることができる。
【００２１】
　上記構成を採用することにより、別途の部材が必要なくなり、また、上記取付金具のプ
レス成形工程において、成形と同時に上記位置決め部を設けることが可能となる。
【考案を実施するための最良の形態】
【００２２】
　以下、本願考案の実施形態を図に基づいて具体的に説明する。
【００２３】
　図１に示すように、壁パネル取付金具１は、躯体側取付部材２に連結される躯体側平板
部３と壁パネル４に連結されるパネル側平板部５とが、テーパ状の段差部６を介して長手
方向に互いに平行に連続するように形成されている。上記パネル側平板部５には、長穴状
の取付穴７が設けられている。
【００２４】
　上記段差部６の幅方向両端部には、上記段差部６の一部をパネル側平板部５と同じ平面
位置に延出するように変形させて、一対の位置決め部８，９が形成されている。
【００２５】
　上記取付穴７には、躯体側からボルト１０が通挿されるとともに、このボルト１０が壁
パネル４内に設けられるアンカー金具１１に設けた雌螺子部１２に螺合させられる。
【００２６】
　以下、図２及び図３に基づいて本実施形態に係る壁パネル取付金具１の使用方法を説明
する。
【００２７】
　図２に示すように、本実施形態に係る取付金具１が適用される壁パネル４は、内部に上
下方向に延びる筒状空間１３が所定間隔で配置された中空厚板状の形態を備える。
【００２８】
　一方、建物躯体を構成するＨ型鉄骨部材１４には、所定間隔で設けられたＬ字状の溶接
部材１５を介して、Ｌ字状の躯体側取付部材２が設けられている。本実施形態では、上記
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躯体側取付部材２は、上下に配列配置される壁パネル４，４の間に、Ｌ字の一片が挿入さ
れるように取り付けられており、上側の壁パネルの下縁部を支持して固定できるように構
成されている。
【００２９】
　図３に示すように、上記壁パネル４の内部には、上記筒状空間内に上記アンカー金具１
１が埋め込み状に配置されており、上記雌螺子部１２が壁パネル４に形成された通挿穴４
ａに連通するように形成されている。
【００３０】
　上記パネル取付金具１は、上記ボルト１０を上記アンカー金具１１の雌螺子部１２に螺
合させることにより、パネル側平板部５が上記壁パネル４の表面に添着して連結される。
一方、上記段差部６を介して延出形成された躯体側平板部３は、Ｌ字鋼から形成された上
記躯体側取付部材２の上縁部を上記壁パネル表面との間に挟み込むようにして、上記躯体
側取付部材２に連結されている。
【００３１】
　図３及び図４に示すように、上記壁パネル取付部材１は、上記位置決め部８，９が、上
記躯体側取付部材２の縁部１６に当接させられた状態で固定される。このため、上記壁パ
ネル取付部材１が、上記躯体側取付部材２に対して傾斜した状態で取付られることはない
。また、上記段差部６が上記躯体側取付部材２に乗り上げるようにして固定されることも
ない。したがって、上記ボルト１０が緩む恐れもなく、また、上記ボルト１０の締め付け
力によって上記壁パネル４が損傷を受ける恐れもない。
【００３２】
　また、本実施形態では、上記位置決め部８，９の先端部に、上記躯体側平板部３に直交
する当接面を、躯体側平板部の内側面から立ち上がるように設け、この当接面を上記躯体
側取付部材２の縁部１６に当接させるように構成している。このため、上記取付金具１が
、取り付け時に上記ボルトと共回りすることはない。したがって、手指で回転を阻止しな
がら上記ボルトを締め付ける手間もなくなり、取付作業が容易になるとともに、安全性も
向上する。
【００３３】
　さらに、本実施形態では、上記位置決め部８，９は、上記段差部６の幅方向両端部を、
上記躯体側取付部の縁部に対接するようにプレス成形により塑性変形させて形成されてい
る。したがって、上記壁パネル取付金具１をプレス成形する際に同時に形成できるともに
、別途部材を必要とすることはなく、製造コストが増加することもない。
【００３４】
　図５に、本願考案の第２の実施形態を示す。
【００３５】
　第２の実施形態に係る壁パネル取付金具１０１は、上記第１の実施形態に係るパネル取
付金具の約２倍の幅で、躯体側平板部１０３、パネル側平板部１０５及び段差部１０６を
形成するとともに、上記パネル側平板部１０５に一対の取付穴１０７，１０７を設け、２
本のボルト１０，１０によって壁パネルに取り付けるように構成されている。
【００３６】
　本実施形態において、上記段差部１０６の幅方向両端部に、第１の実施形態と同様の手
法によって一対の位置決め部１０８，１０９が形成されている。
【００３７】
　２本のボルトで取り付けられる幅広状の取り付け金具を採用する場合、上記２本の取り
付け穴１０７，１０７を、壁パネルに設けた一対のアンカー金具１１１，１１１の雌螺子
部１１２，１１２に対して精度高く位置決めしなければ、上記ボルト１０，１０を締め付
けることができない。一方、上記段差部がテーパ状のため、取付金具が回動しやすく、上
記取付穴１０７，１０７と上記雌螺子部１１２，１１２の位置合わせが困難であった。こ
のため、取付作業も非常に面倒であった。
【００３８】
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　本願考案では、上記一対の位置決め部１０８，１０９を躯体側取付部材の縁部に当接さ
せるだけで、上記壁パネル取付金具を所定の角度姿勢に保持できる。このため、取付作業
を容易に行うことができる。なお、壁パネル及び位置決め部の形態は、上記第１の実施形
態と同様である。
【００３９】
　本願考案は、上述の実施形態に限定されることはない。上述した実施形態では、上記位
置決め部を、段差部の両端部を塑性変形させることにより形成したが、他の部材を溶接す
る等して設けることもできる。
【００４０】
　また、本実施形態では、上記パネル側平板部にボルトを通挿する取付穴を設けたが、躯
体側平板部に、躯体側取付部材に取付穴を設けることもできる。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】第１の実施形態に係る壁パネル取付金具の全体を示す斜視図である。
【図２】図１に示す壁パネル取付金具を用いて壁パネルを取り付けた状態を示す斜視図で
ある。
【図３】図２におけるＡ－Ａ線に沿う断面図である。
【図４】位置決め部の作用を示す図であり、図３におけるＢ－Ｂ線に沿う断面図である。
【図５】本願考案の第２の実施形態に係る取付金具を示す全体斜視図である。
【符号の説明】
【００４２】
　１　壁パネル取付金具
　２　躯体側取付部材
　３　躯体側平板部
　４　壁パネル
　５　パネル側平板部
　６　段差部
　７　取付穴
　８　位置決め部
　９　位置決め部
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